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新潟駅から バス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分、新潟空港から タクシー約15分
メディアシップ駐車場（24時間営業） 第1駐車場は220円、第2駐車場は200円（第1、第2共に30分 税込）

※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐車場などもございます。

◎交通のご案内
◎駐車場のご案内

津
八
一
は
、10
代
の
こ
ろ
か
ら
万
葉

集
を
愛
読
し
、俳
句
を
た
し
な
み
、

そ
の
興
味
は
や
が
て
歌
作
へ
と
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。こ
の
文
芸
へ
の
関
心
は
、単
な
る
生
活

を
彩
る
た
め
の
娯
楽
や
暇
つ
ぶ
し
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
生
活
な
き
文
芸
は
死
な
り
」と

述
べ
る
ほ
ど
、八
一
に
と
っ
て
生
活
と
短
歌
は
、

不
可
分
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
日
々
の
生
活
を
大
切
に
し
た

八
一
で
し
た
が
自
宅
は
い
つ
も
雑
然
と
積
ま

れ
た
書
物
や
、書
の
反
故
紙
で
あ
ふ
れ
返
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。ま
た
、身
な
り
も
く
た
び
れ

た
よ
う
な
も
の
ば
か
り
を
着
て
、髪
の
毛
は

伸
び
乱
れ
、一
見
す
る
と
脱
俗
的
な
人
物
に

も
見
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

八
一
は
奈
良
の
風
光
や
美
術
を
詠
ん
だ
短

歌
が
有
名
で
す
が
、生
活
に
根
差
し
た
作
品

も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。八
一
が
住
ん
で
い

た
東
京
・
下
落
合
の
自
然
や
ふ
る
さ
と
新
潟

の
風
景
を
詠
ん
だ
秀
歌
な
ど
、暮
ら
し
の
中

か
ら
育
ま
れ
た
清
澄
な
作
品
は
、現
在
も
多

く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、八
一
が
詠
じ
て
き
た
歌
を
集

め
て
出
版
し
、読
売
文
学
賞
を
受
賞
し
た

「
會
津
八
一
全
歌
集
」の
刊
行
70
年
を
記
念

し
て
、八
一
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
短

歌
と
書
を
選
び
出
し
、彼
の
生
活
が
垣
間
見

ら
れ
る
よ
う
な
、貴
重
な
作
品
資
料
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、第
15
回
を
迎
え
た
會
津
八
一
の
歌

を
映
す
秋
艸
道
人
賞
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
入
選
作
品
展
も
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。
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會

2022年2月11日（金・祝） 午後2時～
日報ホール（新潟日報メディアシップ2階）

［ 日 時 ］
［ 会 場 ］

淺井愼平氏（写真家）、和泉久子氏（鶴見大学名誉教授）、若松保広氏（写真家）
100名 無料 ※事前申し込みが必要です。

［ 講 評 ］
［ 定 員 ］

第15回 秋艸道人賞 「會津八一の歌を映す」  写真コンテスト入賞入選表彰式・公開講評会

12月21日～2月6日：木原光威先生（新潟県書道協会副理事） / 2月8日～3月27日：田中藍堂先生（新潟県書道協会副理事）期間中、本展覧会名を２人の書家による揮毫で展示室前に掲示しています。

作品解説会（学芸員）
会期中の第2、4日曜日（2021年12月26日、2022年
1月9日、23日、2月13日、27日、3月13日、27日）
午前11時～ 約50分
当館展示室（企画展入場券が必要です）

會津八一書・杉本健吉画《東大寺歌碑除幕式真景・
おほらかに（嶋中鵬二宛書簡）》（昭和25年）
會津八一書《返照入閭巷・いりひさす》（昭和21年以降）
會津八一書《門對寒流雪満山》（昭和29年）
會津八一使用文房具
會津八一書画《茶碗図・みほとけの》（昭和21年以降）
會津八一筆「絵手紙各種」

［ 日 程 ］

［ 会 場 ］

E V E N T   I N F O R M AT I O N

野中吟雪館長による作品解説会
2022年2月20日（日） 午後2時～ 約50分
当館展示室（企画展入場券が必要です）

※人数が多い場合、入場制限をさせていただく
　場合があります。

※展示室内の混雑緩和のためやむを得ず入場制限を行う
　場合があります。

［ 日 時 ］
［ 会 場 ］

第15回秋艸道人賞
「會津八一の歌を映す」
写真コンテスト入賞入選作品展

2021年12月21日（火）～
2022年3月27日（日）

［ 日 程 ］

関連イベント

●往復はがきに住所、氏名、電話番号をお書きのうえ、會津八一記念館までお送りください。
●ただし1通につき、1名様でのご応募といたします。定員に達し次第締め切ります。
※新型コロナウィルス感染症の影響により、会期、関連イベントなどが変更になる場合があります。

〈写真コンテスト入賞入選表彰式・公開講評会〉申し込み方法
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〈審査員特別賞〉

「なべて世は」
外山 満 氏

（新潟県西蒲原郡弥彦村）

〈八栗寺わたつみ賞〉

「観音の」
竹田 捷幸 氏

（上越市大潟区）

〈 ＢＳＮ賞 〉

「空ふろの」
大橋 一廣 氏

（新潟市秋葉区）

〈 新潟日報社賞 〉

「しぐれの雨」
山﨑 俊泰 氏

（静岡県掛川市）

〈 胎内市長賞 〉

「咲く花の」
江部 勇 氏

（新潟市江南区）

〈 新潟市長賞 〉

「我妹子が」
山口 ようこ 氏
（新潟市西区）


